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令和元年第３回京丹波町議会臨時会 

 

                            令和元年１１月２０日（水） 

                            開 会  午前９時００分 

 

１ 議事日程 

  第 １ 会議録署名議員の指名 

  第 ２ 会期の決定 

  第 ３ 諸般の報告 

  第 ４ 常任委員の選任について 

  第 ５ 議会運営委員の選任について 

 

２ 議会に付議した案件 

  第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

  追加第 １ 議長辞職の件 

追加第 ２ 議長の選挙 

追加第 ３ 副議長辞職の件 

追加第 ４ 副議長の選挙 

追加第 ５ 議席の変更 

第 ４ 常任委員の選任 

第 ５ 議会運営委員の選任 

追加第 ６ 京都中部広域消防組合議会議員の選挙 

追加第 ７ 船井郡衛生管理組合議会議員の選挙 

追加第 ８ 国民健康保険南丹病院組合議会議員の選挙 

追加第 ９ 京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 

追加第１０ 京都地方税機構議会議員の選挙 

追加第１１ 閉会中の継続調査について 
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３ 出席議員（１６人） 

       議席変更前             議席変更後 

１番  岩 田 恵 一 君     １番  岩 田 恵 一 君     

   ２番  野 口 正 利 君     ２番  野 口 正 利 君           

   ３番  坂 本 美智代 君     ３番  谷 口 勝 已 君  

   ４番  東   まさ子 君     ４番  隅 山 卓 夫 君 

   ５番  村 山 良 夫 君     ５番  村 山 良 夫 君 

   ６番  谷 山 眞智子 君     ６番  坂 本 美智代 君 

   ７番  西 山 芳 明 君     ７番  鈴 木 利 明 君 

   ８番  隅 山 卓 夫 君     ８番  西 山 芳 明 君 

   ９番  森 田 幸 子 君     ９番  北 尾   潤 君 

  １０番  山 田   均 君    １０番  山 下 靖 夫 君 

  １１番  山 下 靖 夫 君    １１番  東   まさ子 君 

  １２番  谷 口 勝 已 君    １２番  山 田   均 君 

  １３番  北 尾   潤 君    １３番  谷 山 眞智子 君 

  １４番  梅 原 好 範 君    １４番  篠 塚 信太郎 君 

  １５番  鈴 木 利 明 君    １５番  森 田 幸 子 君 

  １６番  篠 塚 信太郎 君    １６番  梅 原 好 範 君 

 

４ 欠席議員（０人） 

 

５ 説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（７人） 

  町 長     太 田  昇 君 

  副 町 長     谷  俊 明 君 

  参 事     中 尾 達 也 君 

  参     事     山 田 洋 之 君 

  企 画 財 政 課 長     松 山 征 義 君 

  総 務 課 長     長 澤  誠 君 

  教 育 長     樹 山 静 雄 君 
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６ 出席事務局職員（２人） 

  議 会 事 務 局 長     藤 田 正 則 

  書 記     山 口 知 哉 
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開議 午前９時００分 

○議長（篠塚信太郎君） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、大変お忙しい中、定刻にご参集いただき、ご苦労様です。 

  ただいまの出席議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、令和元年第３回京丹波町議会臨時会を開会します。 

  直ちに、本日の会議を開きます。 

  

《日程第１、会議録署名議員の指名》 

○議長（篠塚信太郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名をします。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１４番議員・梅原好範君、１５番

議員・鈴木利明君を指名します。 

 

《日程第２、会期の決定》 

○議長（篠塚信太郎君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（篠塚信太郎君） 異議なしと認めます。 

  よって本臨時会の会期は、本日１日限りと決しました。 

 

《日程第３、諸般の報告》 

○議長（篠塚信太郎君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本臨時会に太田町長ほか関係者の出席を求めました。 

 １０月４日から議会広報常任委員会が開催され、議会だより第６３号の発行に向けて協議

されました。新庁舎建設特別委員会より中間報告を取りまとめいただきました。お手元に配

布のとおりであります。 

 １０月２５日、１１月１２日には、産業建設常任委員会が開催され、所管事業に係る現地

踏査が実施されました。 

１１月８日に、議会運営委員会が開催され、常任委員会構成替え等について協議されまし

た。 

１１月１２日に、全員協議会が開催され、本臨時会の内容について、確認いただきました。 
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１１月１５日には、議会運営委員会が開催され、本臨時会の運営について協議されました。 

京丹波町ケーブルテレビの自主放送番組録画放送のため、本臨時会のビデオカメラによる

撮影・収録を許可しましたので報告します。 

これで諸般の報告を終わります。 

 

○議長（篠塚信太郎君） それでは、町執行部の皆様には、大変恐縮ですが、ただいまから一

旦退席をお願いいたします。執行部の皆様には、後ほどご出席をいただきたいと存じますの

で、よろしくお願いをいたします。 

  暫時休憩します。 

（休憩 午前 ９時０３分） 

（再開 午前 ９時１０分） 

 

○議長（篠塚信太郎君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  一身上の都合により、議事の進行を鈴木副議長にお願いします。 

  暫時休憩します。 

（休憩 午前 ９時１１分） 

（再開 午前 ９時１２分） 

 

《追加日程第１、議長の辞職》 

○副議長（鈴木利明君） 休憩前に引続き会議を開きます。 

  ただ今、議長の篠塚信太郎君から、辞職願が提出されました。 

  お諮りします。 

｢議長辞職の件｣を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることにご異議ござ

いませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○副議長（鈴木利明君) 異議なしと認めます。 

  したがって、｢議長辞職について｣を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とする

ことに決定いたしました。 

 追加日程第１｢議長辞職について｣を議題といたします。 

  地方自治法第１１７条の規定によって、篠塚信太郎君の退場を求めます。 

（篠塚信太郎君 退場) 
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○副議長（鈴木利明君) 議会事務局長に辞職願を朗読させます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） 令和元年１１月２０日 京丹波町議会副議長 鈴木利明様 

京丹波町議会議長 篠塚信太郎 辞職願 この度、一身上の都合により議長を辞職したいの

で、許可されるよう願い出ます。 

  以上でございます。 

○副議長（鈴木利明君) お諮りいたします。 

  篠塚信太郎君の｢議長の辞職｣を許可することにご異議ございませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○副議長（鈴木利明君)  異議なしと認めます。 

  したがって、篠塚信太郎君の｢議長の辞職｣を許可することに決定いたしました。 

  篠塚信太郎君の復席を求めます。 

（篠塚信太郎君 復席） 

  

《追加日程第２、議長の選挙》 

○副議長（鈴木利明君) ただいま議長が欠けました。 

  お諮りいたします。 

｢議長の選挙｣を日程に追加し、追加日程第２として直ちに「議長選挙」を行いたいと思い

ます。 

異議ございませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○副議長（鈴木利明君)  異議なしと認めます。 

  したがって、｢議長の選挙｣を日程に追加し、追加日程第２として直ちに選挙を行うことに

決定いたしました。 

○副議長（鈴木利明君) 追加日程第２｢議長の選挙｣を行います。 

  はじめに議長選挙に係る所信表明を希望される議員は、お申し出ください。 

  所信表明は、登壇席で行います。 

  梅原議員。 

○１４番（梅原好範君） それでは、貴重な時間をお借りしまして、出馬に関わる思いの一端

を申し述べさせていただきます。 

私どもの議会におきましては、先ほど、篠塚前議長の強力なリーダーシップの元で、議会
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基本条例が提案され、付託を受けられました岩田議会運営委員長の元で、丁寧な審議のもと、

制定が叶えました。正直なことを申し上げますと、私は当初、本条例に前向きではございま

せんでした。その理由は、文言を書き連なれた条文を作り上げるだけでは、議員のスキルア

ップに本当に繋がるんだろうかという疑問からでございます。そうした思いを持ちながらも、

議会運営委員会、そして、全員協議会で議論を進めていくうちに、この内容は条例を制定し

てもしなくても、当然、議員としてしっかりと履行していかなければならない内容、すなわ

ち、我々がバイブルとするべき議員必携に基づいて、この文言が綴られておるということを

確認して、それからは、私を含め、それができていないからこそ、こういう条例を制定して

議員がスキルアップしなければならないんだという理由を見出し、真剣に取り組みを進めま

した。その中には、議員活性化をはじめ、それぞれの議員がしっかりと活性化する議会を目

指して取り組む内容が定められております。まず、しっかりと議員全体が、制定された条例

をしっかりとトレスしながら、議会全体のスキルアップを目指し、目標とします議会活性化

に真剣に取り組みながら、町民と共に進む議会を目指してまいりたいと考えております。 

こうした思いで、一生懸命取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員各位皆さん

のご支持をぜひともお願い申し上げまして、所信表明といたします。どうかよろしくお願い

いたします。 

○副議長（鈴木利明君) ほかに所信表明を希望される議員はありませんか。 

  山田議員。 

○１０番（山田 均君） 議長選挙に立候補するにあたり、所信の表明を行います。今回の議

長選挙に立候補を決意いたしました。 

私は、６年前に脳梗塞になりました。幸い、症状が軽かったことから、今日まで議員活動

を続けることができました。しかし、脳梗塞は、完治することはありませんので、再発しな

いように注意することが、最大の予防であります。そのために、私は各行事等に十分参加す

ることが出来ておりません。私は今回の議長選挙に当たり、男女を問わず、体に障がいのあ

る方はもちろん、若い人、高齢者も含め、意思のある方は、議員になって、まちづくりに参

加できる条件整備などが必要と考え、それに取り組みたいと立候補を決意いたしました。議

会の活性化や議会改革は、引続き取り組むべきであります。併せて、障がい者も含め全ての

人が議員として活動できるように、例えば、会期の問題、議案の内容の調査、また、審議時

間などをもっとしっかり確保すべきと考えております。こうした議会運営なども見直しを行

いたいとこう思っております。国政でも、れいわ新撰組で当選した重度の障がいのある方も

議員として活躍をされております。本町でも条件整備などに取り組むべきと考えております。 
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京丹波町も合併して、１４年が経ちました。合併後の新町に求めた住民の願い、議会も改

めてその声を見直し、今、出来るまちづくりの取組みを議会としても提案すべきではないで

しょうか。議員の皆さん、一緒に取り組もうではありませんか。議会は、思想、信条の違う

議員が集まり、会派を届けたり、無会派であったり、それぞれ違います。お互いの違いをリ

スペストして、そして、町民の共通利益分野ではお互いに知恵を出し合い、行政に迫る活動

を目指していきたいと思います。議員必携には、議員の職責や議員の心構えが記載をされて

おります。この立場で、議会運営に取り組む決意であります。また、議会が二元代表制の役

割をしっかり発揮できるように議会改革に、更に取り組んでいきたいと考えております。議

員の皆さんの賛同をお願いして、所信の表明といたします。   

○副議長（鈴木利明君) ほかに所信表明を希望される議員はありませんか。 

  それでは、投票用紙及び投票箱の準備に掛かるため、ここで９時３５分まで暫時休憩とい

たします。 

（休憩 午前 ９時２５分） 

（再開 午前 ９時２９分） 

○副議長（鈴木利明君) 準備が出来ましたので、休憩前に引続き会議を開きます。 

議員の皆様に申し上げます。休憩前に行いました希望者による所信表明は、地方自治法で

規定している議長選挙の方法を変更するものではありません。所信表明の部分に関わらず、

全議員が選挙人、被選挙人であることが前提であり、所信表明者以外の議員に対する投票も

有効でありますので、ご承知願います。 

これより、選挙を行います。 

選挙は、投票により行います。 

議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○副議長（鈴木利明君） ただいまの出席議員は１６名であります。 

  次に、立会人を指名いたします。 

  会議規則第３２条第２項の規定によりまして、立会人に、１番議員、岩田恵一君、２番議

員、野口正利君を指名いたします。 

  続いて、投票用紙を配付いたします。 

  投票は単記無記名でございます。 

（投票用紙の配付） 

○副議長（鈴木利明君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（鈴木利明君） 配付漏れなしと認めます。 

  投票箱を点検いたします。 

（投票箱の点検） 

○副議長（鈴木利明君） 異状なしと認めます。 

  ただいまから、投票を行います。 

  事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは、議席番号と氏名を呼び上げさせていただきますの

で、順次、お願いをいたします。 

１番 岩田恵一議員、２番 野口正利議員、３番 坂本美智代議員、４番 東まさ子議員、

５番 村山良夫議員、６番 谷山眞智子議員、７番 西山芳明議員、８番 隅山卓夫議員、

９番 森田幸子議員、１０番 山田均議員、１１番 山下靖夫議員、１２番 谷口勝已議員、

１３番 北尾潤議員、１４番 梅原好範議員、１５番 鈴木利明議員、１６番 篠塚信太郎

議員。 

○副議長（鈴木利明君） 投票漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（鈴木利明君） 投票漏れなしと認めます。 

  投票を終わります。 

  開票を行います。 

  岩田恵一君、野口正利君、開票の立ち会いをお願いいたします。 

（開 票） 

○副議長（鈴木利明君） 選挙の結果を議会事務局長より報告いたします。 

○議会事務局長（藤田正則君） ただいま行われました議長選挙結果票につきまして、その報

告をいたします。 

投票総数１６票、有効投票１４票、無効投票２票でございます。 

  梅原好範君１０票、山田均君４票。 

  以上のとおりでございます。 

○副議長（鈴木利明君） 以上のとおりであります。この選挙の法定得票数は４票であります。 

したがって梅原好範君が議長に当選されました。 

  議場の閉鎖を解きます。 

（議場を開く） 



－  － １０ 

○副議長（鈴木利明君） ただいま議長に当選された梅原好範君が議場におられます。会議規

則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。 

  この際、梅原好範君のあいさつを受けることにいたします。 

  梅原議長。 

○議長（梅原好範君） まず持ちまして、ご理解いただき、ご支持を賜りました皆さま方に厚

く御礼を申し上げます。ありがとうございました。 

所信表明でも申し上げましたとおり、篠塚前議長、しっかりと制定いただきました議会

基本条例をベースとして、議会活性化を目指してまいりますので、今後とも皆様のご協力を

よろしくお願い申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。 

どうかよろしくお願いいたします。 

○副議長（鈴木利明君） 梅原議長、議長席にお着き願います。 

  暫時休憩といたします。 

（休憩 午前 ９時４５分） 

（再開 午前 ９時５２分） 

 

《追加日程第３、副議長辞職について》 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただ今、副議長の鈴木利明君から、辞職願が提出されました。 

お諮りいたします。 

「副議長辞職の件」を日程に追加し、追加日程第３として直ちに議題とすることにご異議

ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） ご異議なしと認めます。 

したがって「副議長辞職の件」を日程に追加し、追加日程第３として、ただちに議題とす

ることに決定しました。 

○議長（梅原好範君） 追加日程第３「副議長辞職の件」を議題といたします。 

地方自治法第１１７条の規定により、鈴木利明君の退場を求めます。 

（鈴木利明君 退場） 

○議長（梅原好範君） 事務局長に辞職願を朗読させます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） 令和元年１１月２０日 京丹波町議会議長 梅原好範様 京
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丹波町議会副議長 鈴木利明 辞職願  この度、一身上の都合により副議長を辞職したい

ので、許可されるよう願い出ます。  

  以上でございます。 

○議長（梅原好範君）お諮りいたします。 

  鈴木利明君の「副議長辞職」を許可することにご異議ございませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○議長（梅原好範君） ご異議なしと認めます。 

  よって、鈴木利明君の｢副議長辞職｣を許可することに決定しました。 

  鈴木利明君の復席を求めます。 

（鈴木利明君 復席) 

 

《追加日程第４、副議長の選挙》 

○議長（梅原好範君） ただいま副議長が欠けました。 

  お諮りいたします。 

｢副議長の選挙｣を日程に追加し、追加日程第４として、ただちに選挙を行いたいと思いま

す。 

これにご異議ございませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○議長（梅原好範君） ご異議なしと認めます。 

  よって｢副議長の選挙｣を日程に追加し、追加日程第４として、ただちに選挙を行うことに

決定いたしました。 

○議長（梅原好範君） 追加日程第４｢副議長の選挙｣を行います。 

  はじめに議長選挙に係る所信表明を希望される議員は、お申し出ください。 

  所信表明は、登壇席で行います。 

  森田議員。 

○９番（森田幸子君） 副議長に立候補を表明しました森田幸子です。立候補するにあたりま

して、私の所信の一端を申し述べさせていただきます。 

  私は副議長として梅原議長をしっかり補佐してまいります。 

  前議長、副議長の元、議会と議員活動の見える化にあたり、議会基本条例が制定されまし

た。そして、第１回目議会報告会が実施され、大きく第一歩を踏み出すことが出来ました。 

  そのあとを継いで、基本条例に沿った議会の活性に向けて、梅原議長中心に、また議員各



－  － １２ 

位の協力を得ながら全力で取り組んでまいりたいと決意しています。 

  議員各位のご推挙を賜りますよう心よりお願い申し上げまして、私の所信表明とさせてい

ただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君） ほかに所信表明を希望される議員はありませんか。 

  坂本議員。 

○３番（坂本美智代君） 私は、副議長選挙への立候補にあたり、所信表明を述べたいと思い

ます。 

  議会は、住民から直接選挙で選ばれた議員で構成する合議体であります。議員は住民の代

表者として、議会活動を通じて住民全体の福祉の向上と地域社会の発展をめざすため、議員

一人ひとりの意見や考えを尊重し、お互いに理解と連携で町民が求める議会、信頼される議

会へ、議長の補佐として努めていく決意を申し上げて所信表明といたします。  

○議長（梅原好範君） ほかに所信表明を希望される議員はありませんか。 

  それでは、投票用紙及び投票箱の準備に掛かるため、ここで暫時休憩といたします。 

（休憩 午前１０時００分） 

（再開 午前１０時０１分） 

○議長（梅原好範君） 準備が出来ましたので、休憩前に引続き会議を開きます。 

議員の皆様に申し上げます。休憩前に行いました希望者による所信表明は、地方自治法で

規定している議長選挙の方法を変更するものではありません。所信表明の部分に関わらず、

全議員が選挙人、被選挙人であることが前提であり、所信表明者以外の議員に対する投票も

有効でありますので、ご承知願います。 

これより、選挙を行います。 

選挙は、投票により行います。 

議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○議長（梅原好範君） ただいまの出席議員は１６名であります。 

  次に、立会人を指名いたします。 

  会議規則第３２条第２項の規定によりまして、立会人に、４番議員、東まさ子君、５番議

員、村山良夫君を指名いたします。 

  続いて、投票用紙を配付いたします。 

  投票は単記無記名でございます。 

（投票用紙の配付） 
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○議長（梅原好範君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 配付漏れなしと認めます。 

  投票箱を点検いたします。 

（投票箱の点検） 

○議長（梅原好範君） 異状なしと認めます。 

  ただいまから、投票を行います。 

  事務局長が議席番号と氏名を呼び上げますので、順番に投票願います。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは、議席番号と氏名を呼び上げさせていただきますの

で、順次、お願いをいたします。 

１番 岩田恵一議員、２番 野口正利議員、３番 坂本美智代議員、４番 東まさ子議員、

５番 村山良夫議員、６番 谷山眞智子議員、７番 西山芳明議員、８番 隅山卓夫議員、

９番 森田幸子議員、１０番 山田均議員、１１番 山下靖夫議員、１２番 谷口勝已議員、

１３番 北尾潤議員、１４番 梅原好範議員、１５番 鈴木利明議員、１６番 篠塚信太郎

議員。 

○議長（梅原好範君） 投票漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 投票漏れなしと認めます。 

  投票を終わります。 

  開票を行います。 

  東まさ子君、村山良夫君、開票の立ち会いをお願いいたします。 

（開 票） 

○議長（梅原好範君） 選挙の結果を議会事務局長より報告いたします。 

○議会事務局長（藤田正則君） ただいま行われました副議長選挙結果票につきまして、その

報告をいたします。 

投票総数１６票、有効投票１４票、無効投票２票でございます。 

  森田幸子君１０票、坂本美智代君４票。 

  以上のとおりでございます。 

○議長（梅原好範君） 以上のとおりであります。この選挙の法定得票数は４票であります。 

したがって森田幸子君が副議長に当選されました。 

  議場の閉鎖を解きます。 
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（議場を開く） 

○議長（梅原好範君） ただいま副議長に当選された森田幸子君が議場におられます。会議規

則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。 

  この際、森田幸子君のあいさつを受けることにいたします。 

  梅原議長。 

○副議長（森田幸子君） ただいま、副議長選挙におきまして、多くの議員各位のご推挙によ

りまして副議長に当選をさせていただきました。心より厚くお礼申し上げます。 

  梅原議長を支え、議長と共に京丹波町議会の活性と議会機能の拡充に向け、全力で取り組

んでまいります。どうか、今後とも議員各位のご協力とご支援をいただきますよう、よろし

くお願い申し上げまして当選のあいさつとさせていただきます。 

○議長（梅原好範君） この際、議長、副議長をご退任されました篠塚信太郎君、鈴木利明君、

に対しまして、一言感謝の言葉を申し上げます。 

  篠塚前議長、鈴木前副議長におかれましては、平成２９年１１月から２年間、議会のリー

ダーとして議長職並びに副議長職にご精励を賜り、心から御礼申し上げます。 

この２年間には、議会改革並びに議会活性化を目指して、お二人には、本年６月定例会で

「京丹波町議会基本条例」を制定いただきました。このことは、本町議会の歴史におきまし

て、大きな一歩を刻んでいただいたこととなりました。また、同条例に基づき本年１０月に

は議会報告会の開催などを進めていただき、基本条例が具体的に動き出しました。その指導

力並びにご尽力に対して、深く御礼を申し上げます。 

今後におきましても、議会活性化に向けてご指導ご鞭撻並びにご支援をいただきますよう

お願い申し上げます。お二人のご功労に対して、高いところからでございますが、厚く御礼

を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

《追加日程第５、議席の変更》 

○議長（梅原好範君） お諮りいたします。 

  「議席の変更」を日程に追加し、追加日程第５として、ただちに議題とすることにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） ご異議なしと認めます。 

  よって「議席の変更」を日程に追加し、追加日程第５として、ただちに議題とすることに

決定しました。 



－  － １５ 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 午前１０時１６分） 

（再開 午前１０時５３分） 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  追加日程第５ 「議席の変更」を行います。 

議長、副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定によって、議席の変更をいたし

ます。 

  議席は、お手元に配付した議席表のとおり変更いたします。 

  事務局長に議席表を朗読させます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは、新しい議席につきまして、朗読させていただきま

す。 

議席番号１番 岩田恵一議員、２番 野口正利議員、３番 谷口勝已議員、４番 隅山卓

夫議員、５番 村山良夫議員、６番 坂本美智代議員、７番 鈴木利明議員、８番 西山芳

明議員、９番 北尾 潤議員、１０番 山下靖夫議員、１１番 東まさ子議員、１２番 山

田 均議員、１３番 谷山眞智子議員、１４番 篠塚信太郎議員、１５番 森田幸子議員、

１６番 梅原好範議員。 

以上でございます。 

○議長（梅原好範君） 暫時休憩いたします。 

（休憩 午前１０時５４分） 

（再開 午後 ２時３５分） 

《日程第４、常任委員の選任について》 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第４、「常任委員の選任について」を議題とします。 

 お諮りします。 

常任委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、お手元に配付しまし

た名簿のとおり指名いたしたいと思います。 

  事務局長に名簿を朗読いたせます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは各常任委員会の名簿を朗読させていただきます。 

総務文教常任委員会 隅山卓夫議員、村山良夫議員、鈴木利明議員、山田 均議員、谷山
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眞智子議員、篠塚信太郎議員、梅原好範議員。 

産業建設常任委員会 野口正利議員、谷口勝已議員、隅山卓夫議員、村山良夫議員、北尾 

潤議員、山下靖夫議員、東まさ子議員。 

福祉厚生常任委員会 岩田恵一議員、谷口勝已議員、坂本美智代議員、西山芳明議員、北

尾 潤議員、山田 均議員、森田幸子議員。 

議会広報常任委員会 岩田恵一議員、野口正利議員、坂本美智代議員、西山芳明議員、東

まさ子議員、谷山眞智子議員、篠塚信太郎議員。 

以上でございます。 

○議長（梅原好範君） 以上のとおりであります。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって常任委員は、お手元に配付の名簿のとおり選任することに決定しました。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時３７分） 

（再開 午後 ２時３８分） 

 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  休憩中に各常任委員会が開催され、委員長、副委員長が決まりましたので、互選の結果を

事務局長に報告いたせます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは各常任委員会正副委員長を朗読させていただきます。 

総務文教常任委員会委員長 篠塚信太郎議員、副委員長 鈴木利明議員。 

産業建設常任委員会委員長 東まさ子議員、副委員長 隅山卓夫議員。 

福祉厚生常任委員会委員長 岩田恵一議員、副委員長 谷口勝已議員。 

議会広報常任委員会委員長 西山芳明議員、副委員長 谷山眞智子議員。 

以上でございます。 

○議長（梅原好範君） 以上報告のとおりであります。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時３９分） 

（再開 午後 ３時０５分） 
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《日程第５、議会運営委員の選任について》 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第５ 「議会運営委員の選任について」を議題とします。 

お諮りいたします。 

  議会運営委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、お手元に配付し

ました名簿のとおり指名したいと思います。事務局長に名簿を朗読させます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは議会運営委員会の名簿を朗読させていただきます。 

岩田恵一議員、野口正利議員、西山芳明議員、北尾 潤議員、東まさ子議員、篠塚信太郎

議員、森田幸子議員。 

以上でございます。 

○議長（梅原好範君） 以上のとおりであります。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって議会運営委員は、お手元に配付の名簿のとおり選任することに決定しました。 

  暫時休憩いたします。 

               （休憩 午後 ３時０４分） 

（再開 午後 ３時０５分） 

 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  休憩中に議会運営委員会が開催され、委員長、副委員長が決まりましたので、互選の結果

を事務局長に報告させます。 

  藤田議会事務局長。 

○議会事務局長（藤田正則君） それでは議会運営委員会正副委員長を朗読させていただきま

す。議会運営委員会委員長 北尾 潤議員、副委員長 野口正利議員。 

以上でございます。 

○議長（梅原好範君） 以上報告のとおりであります。 

  暫時休憩いたします。 

               （休憩 午後 ３時０６分） 
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（再開 午後 ３時０７分） 

 

《追加日程第６、京都中部広域消防組合議会議員の選挙》 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りいたします。 

「京都中部広域消防組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第６として、ただち

ちに議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「京都中部広域消防組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第６として

直ちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第６ 「京都中部広域消防組合議会議員の選挙」を行います。 

 お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  指名については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定しました。 

 京都中部広域消防組合議会議員に私、梅原好範と篠塚信太郎君を指名します。 

 お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名した私、梅原好範と篠塚信太郎君を京都中部広域消防組合議会議員の

当選人と定めることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 
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  よって、ただいま指名した私、梅原好範と篠塚信太郎君が京都中部広域消防組合議会議員

に当選しました。 

 ただいま、京都中部広域消防組合議会議員に当選した私、梅原好範と篠塚信太郎君が議場

におります。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

《追加日程第７、船井郡衛生管理組合議会議員の選挙》 

○議長（梅原好範君） お諮りいたします。 

「船井郡衛生管理組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第７として、ただちに

議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「船井郡衛生管理組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第７として、

ただちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第７ 「船井郡衛生管理組合議会議員の選挙」を行います。 

お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  指名については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定しました。 

 船井郡衛生管理組合議会議員に岩田恵一君、森田幸子君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名した岩田恵一君、森田幸子君を船井郡衛生管理組合議会議員の当選人
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と定めることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名した岩田恵一君、森田幸子君が船井郡衛生管理組合議会議員に当選

されました。 

 ただいま、船井郡衛生管理組合議会議員に当選された岩田恵一君、森田幸子君が議場にお

られます。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。 

 

《日程第８、国民健康保険南丹病院組合議会議員の選挙》 

○議長（梅原好範君） お諮りいたします。 

「国民健康保険南丹病院組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第８として、た

だちに議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「国民健康保険南丹病院組合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第８と

して、ただちに議題とすることに決定しました。 

 追加日程第８ 「国民健康保険南丹病院組合議会議員の選挙」を行います。 

お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  指名については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定しました。 
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 国民健康保険南丹病院組合議会議員に私、梅原好範を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名した私、梅原好範を国民健康保険南丹病院組合議会議員の当選人と定

めることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名した私、梅原好範が国民健康保険南丹病院組合議会議員に当選しま

した。 

ただいま、国民健康保険南丹病院組合議会議員に当選された私、梅原好範が議場におりま

す。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

《日程第９、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙》 

○議長（梅原好範君） お諮りいたします。 

「京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第９として、

ただちに議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第

９として、ただちに議題とすることに決定しました。 

  追加日程第９ 「京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙」を行います。 

お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りいたします。 

  指名については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定しました。 

 京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に私、梅原好範を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名した私、梅原好範を京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の当選人

と定めることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名した私、梅原好範が京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に当選

しました。 

 ただいま、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に当選した私、梅原好範が議場におり

ます。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

 

《追加日程第１０、京都地方税機構議会議員の選挙》 

○議長（梅原好範君） お諮りいたします。 

「京都地方税機構議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第１０として、ただちに議

題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「京都地方税機構議会議員の選挙」を日程に追加し、追加日程第１０として直ち

に議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１０ 「京都地方税機構議会議員の選挙」を行います。 

 お諮りいたします。 

  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって選挙の方法は、指名推選で行うことに決定しました。 
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 お諮りいたします。 

  指名については、議長において指名することにしたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定しました。 

○議長（梅原好範君） 京都地方税機構議会議員に篠塚信太郎君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

  ただいま議長が指名した篠塚信太郎君を京都地方税機構議会議員の当選人と定めることに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名した篠塚信太郎君が京都地方税機構議会議員に当選されました。 

 ただいま、京都地方税機構議会議員に当選された篠塚信太郎君が議場におられます。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をいたします。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 午後 ３時１８分） 

（再開 午後 ３時３０分） 

 

《追加日程第１１、閉会中の継続調査について》 

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  執行部の皆さんには、長時間大変お待たせをいたしました。 

  篠塚議長の辞職に伴い、本日より議長の職に就きます梅原好範でございます。 

  どうかよろしくお願いいたします。 

議事に戻ります。 

  お諮りいたします。 

「閉会中の継続調査について」の件を日程に追加し、追加日程第１１として、ただちに議

題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。 

  よって、「閉会中の継続調査について」を日程に追加し、追加日程第１１として、ただち
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に議題とすることに決定しました。 

 追加日程第１１「閉会中の継続調査について」を議題といたします。 

  議会運営委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、お手元に配

付いたしましたとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りいたします。 

議会運営委員会委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。  

  よって、議会運営委員会委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

 以上で本日の議事日程並びに本臨時会に付議された事件はすべて終了いたしました。 

  よって、本日の会議を閉じ、令和元年第３回京丹波町議会臨時会はこれをもって閉会いた

します。 

  ご苦労様でございました。 

  閉会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

  本日は、我々の議員任期半ばとして、新たな議会の構成が決定いたしました。 

  私も京丹波町議会議長として微力ではございますが、新たな決意を持って、本町のまちづ

くりの推進に向けた議会活動に努力してまいります。 

  議員の皆様方におかれましては、それぞれのお立場で今後一層のご活躍をお願いするとと

もに、今後ますます町民に開かれた議会、活性化した議会を目指し、議員一同、力を合わせ

て頑張ってまいりたいと思いますので、議員各位のご協力をよろしくお願いいたします。 

  また、太田町長をはじめ、執行部の皆様方におかれましては、今後２年間、議会活動、議

員活動に、なお一層ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  本日は、誠にご苦労様でございました。 

 

午後 ３時３３分 閉会 
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